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【テーマ①】 学びに対する無関心層にどう働きかけるか
★子育て家庭を孤立させないためにも、様々な体験に興味がない家庭に、どうやって関心を持たせるかが大事
★高齢者の孤立を防ぎ、生きがいにつなげるためにも、いろんな情報をタイムリーに届けることが重要
★学びに無関心な人に興味を持たせるのは難しいが、どのようなアプローチをすれば効果があると考えられるか

★新しい施設を作ることは難しいが、今ある資源を活かして、どのようなことができるか

【札幌市図書・情報館の視察を終えて】

●「学ぶ」「生涯学習」という言葉に抵抗感があるのではないか。
学びにつながることを身近に感じてもらう工夫が必要ではないか。（あえて「遊び（play）」と表現するなど）

●「学び」とは、と構えてしまうと重く感じてしまう。
それぞれの興味関心に働きかける、「身近なきっかけづくり」が大事ではないか。

●学ぶきっかけは、日々の生活の中で自然に生まれてくる、その人にとって「必要なこと」にある。
「必要なこと」は誰でもスマホで検索することはあるが、学びや行動に移すためには、そこからさらに次のステップに向かうよう働きかけることが大事で、
そのためには、検索の次に「必要な情報」につなげることが大事。

●「学ぶ」＝「学習」にしてしまわないことが大事ではないか。（「学習」はどうしても学校教育のイメージにつながる）
図書・情報館は、常に学びを必要としている「人」の目線に立って、それぞれが抱える「悩み」＝テーマに寄り添った対応をしており、
これが効果的だと感じる。

【札幌市図書・情報館～視察】

・一度やってみたいけど…
・こんなことできないかな…
・こんな時どうしたら･･･
・ちょっと始めてみようかな…

☆やってみるとおもしろい！
☆こんな方法もあるんだ！
☆こうすればいいんだ！
☆仲間がたくさん！

「きっかけ」
「仕掛け」
「工夫」
「サポート」

はたらくをらくにする。

●『はたらくをらくにする』をコンセプトに掲げ、特に都心で働く人や起業を目指す人などを支援する課題解決型図書館。
●課題解決に役立てるため、いつでも最新の図書・情報が手に入るようにしている。→貸出はしない
●「WORK」「LIFE」「ART」の三つのエリアに分け、分野ごとに専門的な図書等を配置。
●日本十進分類法ではなく、司書がそれぞれテーマに沿った本棚作りをしている。→本棚がおもしろいと評価
●リサーチカウンターでは、司書のサポートだけでなく、関連機関と連携した相談を実施。
●本を借りる場所ではなく、アイデアが飛び交う場。→問題を解決し、頭をクリアにできる場所。
●飲食も会話も可能であり、自由な空間（現在はコロナの影響のため、食は不可）。席の予約も可能。

どのような具体策が
考えられるか 




